
年 月

1 1969 7 「脳性マヒ児の教育」発刊にあたって 無 脳性マヒ児の教育

2 1969 11 重複障害児教育の諸問題 無

3 1970 3 脳性マヒ児の心的特性 無

4 1970 5 脳性マヒ児の視知覚訓練 無

5 1970 9 教育に下限はあるか 無

6 1970 12 イージーオーダーとしての教育の開発 無

7 1971 6 書を捨てて町にでよう 無

8 1971 10 ささやかな歩みを守り育てて 無

9 1972 4 重複障害児の指導 無

10 1972 8 実践研究 土に親しませて　他 無

11 1973 4 実践研究 図工指導　他 無

12 1973 9 訪問教育　　言葉の学習 無

13 1974 3 教育に人間性を訴える教育 無

14 1974 6 個別指導と集団指導 無

15 1974 9 生活のなかの障害児の問題 無

16 1974 12 子供にとっての訓練とは 無

17 1975 4 教科の原点を求めて 知覚－運動学習 無

18 1975 11 子どもの心とからだの健康 無

19 1976 4 再び子どもにとって「訓練」とは 無

20 1976 6 声のふれあい 言語発達とその輪郭 無

21 1976 9 遊びと心身の発達 無

22 1976 10 障害児（者）と生活環境 無

23 1977 1 医療と養護･訓練 無

24 1977 4 重い障害をもつ子の指導 無

25 1977 7 全員就学と重度･重複障害児教育 東京都の実情と展望から学ぶ 無

26 1977 9 学校行事を考える その意義・計画・実践について 無

27 1977 12 義務教育以後の教育をめぐって 無

28 1978 3 養護･訓練と発達課題について 無

29 1978 7 開かれた養護学校をめざして 統合・交流教育について 無

30 1978 10 学校と家庭連絡 教師と親のきずなをもとめて 無

31 1978 12 義務制に向けて教育課程を考えなおす 無

32 1979 3 就学義務制と養護･訓練 多様化に応じた養護･訓練の実践と課題 無

33 1979 7 知的能力の発達を求めて 無

34 1979 10 豊かな表現を求めて 無

35 1979 12 重度･重複障害をもつ子どもの「せいかつ」の指導 無

36 1980 3 感覚機能の向上を求めて 無

37 1980 7 生命とからだを育てる 無

38 1980 11 子どものゆくてを考える 無

39 1981 2 ことばのない子の指導 無

40 1981 4 すべての教師がかかわる養護･訓練 無

41 1981 8 教科指導を問いなおす 無

42 1981 10 訪問教育ＡＢＣ 無

43 1982 2 こどもとからだ（その1） ひとり立ち・歩みへの指導 無

44 1982 3 こどもとからだ（その2） ひとり立ち・歩みへの指導 無

45 1982 6 親はこう考えている 無

46 1982 9 こどもとからだ（その3） 姿勢の問題をめぐって 無

47 1982 12 こどもとからだ（その4） 教育としての訓練 無

48 1983 3 障害の重い子の指導 無

49 1983 8 実社会をめざした進路指導をめぐって 無

50 1983 11 いま、あらためて養護学校の教育を考える 無

51 1984 1 こどもとからだ（その5） 動作感覚を通した学習とその指導法 無

52 1984 3 障害の重い子どもたちをとりまく社会 無

53 1984 7 変ぼうするか、養護学校 無

54 1984 12 養護学校における安全指導 無

55 1985 2 学校給食と食事指導 無

56 1985 3 障害幼児の就学をめぐって 無

57 1985 6 表現する力を育てる 無

58 1985 10 こどもとからだ（その6） 動きの感覚を獲得していく指導の試み 無

59 1986 1 思春期と自立 無

60 1986 3 子どもを生かす診断・評価と指導 無

61 1986 7 かくれた感覚をひきだす教育 無

62 1986 9 神経発達にもとづく訓練に学ぶ（その2） 無

63 1986 12 子のこらの生きがいを求めて 無

64 1987 3 授業の中の子どもたち 無

65 1987 6 生活を豊かにする数量指導 無

66 1987 9 神経発達にもとづく訓練に学ぶ（その2） 無

67 1987 12 小さな天分を拓く 無

68 1988 3 子どもの生活リズムをつくる 無

69 1988 7 障害児（者）のライフ・サイクルを考える ＜その1＞幼児期の教育を問い直す 無

70 1988 10 障害児（者）のライフ・サイクルを考える ＜その2＞学校生活のあり方を見つめる 無

71 1988 12 最近の動作訓練の理論とその方法 無

72 1989 3 障害児（者）のライフ・サイクルを考える ＜その3＞社会人としての生き方をもとめて 無

73 1989 7 対話 その芽生えからことばの獲得まで 無 誌名改題「養護学校の教育と展望」

74 1989 10 リズム学習の本質と実際 無

75 1990 1 子どもの生理的管理について 教育と医療の接点をさぐる 無

76 1990 3 概念を育てる学習を考える 無

77 1990 7 2001年の養護学校教育を展望する（1） 無

78 1990 11 2001年の養護学校教育を展望する（2） 無

79 1990 12 パソコンを使った楽しい授業 無

80 1991 3 これからの養護･訓練を考える 無

81 1991 7 家庭との連携で生かされる教育 無

82 1991 9 「あそび」を生かす教育 無

83 1991 12 教師の専門性を高めるために 無

84 1992 1 再び教育と医療の接点をさぐる 無

85 1992 4 養護･訓練の指導の実際 無

86 1992 6 命と向き合う教育 無

87 1992 10 これからの統合教育 無

88 1993 2 子どもを生かす評価 無

89 1993 4 生活に活かす養護･訓練 無

90 1993 7 障害の重い子どもの健康観察、健康づくりと危機管理 無

91 1993 10 新しい教育プログラム これからの障害児教育 無

92 1994 2 地域の中に生きる障害児 無

93 1994 4 養護･訓練の今日的課題 無

94 1994 7 障害が重い子どもの生きがいを考える 無

95 1994 10 進路指導最前線 無

96 1995 2 発達を促す授業 無

97 1995 4 重い障害の子の養護・訓練 健康指導をめぐって 無

98 1995 7 指導の眼をみがく 無

99 1995 10 再び、命と向き合う教育 無

100 1996 2 21世紀を目指して 養護学校教育の先駆的課題 無

101 1996 4 養護･訓練 心との対話 無

102 1996 7 最新福祉・情報機器をたしかめる 日常教育活動での活用 無

103 1996 10 子どもの表現意欲を高めよう 微笑みの発現から言語表現の獲得まで 無

104 1997 2 進路を豊かにするカリキュラムを創る 障害の重い子どもの社会参加を支援する 無

105 1997 4 感覚が育てる自己の世界・感覚から学ぶ周りの世界 感覚統合の理論と実践に学ぶ 無

106 1997 7 新しい教育観と個別教育計画 その人としての歩みを支える 無

107 1997 10 学校バリアフリーを考える 無

108 1998 2 これからの後期中等教育 高等部の訪問教育をめぐって 無

109 1998 4 養護･訓練 さまざまな訓練法のとらえ方、いかし方 無

110 1998 7 障害の重い子の授業とは みんなの中で一人ひとりが主役になれる 無

111 1998 10 職業教育を問い直す 無

112 1999 2 障害の重い子どもの個別教育計画 その理念と実際を求めて 無

113 1999 4 興味を育てる感覚運動あそび 無

114 1999 8 ノーマライゼーションの流れの中で障害のある子どもの就学を考える 無

115 1999 10 手厚い医療的ケアが必要な子の授業づくり 無

116 2000 2 自立活動を考える その子にとって何が本当の自立か 無

117 2000 4 言語反応がとらえにくい子のコミュニケーション 無

118 2000 7 創意工夫を生かした特色ある学習活動 総合的な学習の時間の活かし方 無

119 2000 10 インターネット時代のパソコン教育 学校で使いやすいパソコンソフトの活用 無

120 2001 2 重い障害のある人の生涯教育 家庭･学校･施設や地域の中で自分らしく生きる 無

121 2001 4 自立活動を考えるPart2 養護･訓練から自立活動へ、現場では 無

122 2001 7 地域に根ざした教育とは 養護学校の新しい役割を求めて 無

123 2001 10 子どもの将来を見通した中等教育 重い障害に視点をおいて 無

124 2002 2 個別指導計画作成のキー・ポイント 個別指導計画の作成と授業への活かし方 無

125 2002 4 自立活動の力が試されるとき 実践事例を通して取り組む 無

126 2002 7 養護が学校と教師の専門性 その資質・力量をどう養うか 無

127 2002 10 その子のいのちをはぐくむ 生きる力を支える医療的ケア 無

128 2003 2 いきいき授業／新しい実践 どうなった？「新教育課程の発進」 無

129 2003 4 養護学校のこれからの在り方 地域のセンター的役割とは 有

130 2003 7 豊かな食生活を考える 子どもの食生活を支える自立活動 無

131 2003 10 この子のいのちをはぐくむⅡ みんなで支える医療的ケア 有

132 2004 2 地域の学校との連携 これからの養護学校に期待されること 無

133 2004 4 地域生活支援ネットワークと養護学校の役割 有

134 2004 7 いきいき授業とは！ 子どもの力が湧き出る授業実践をさぐる 有

135 2004 10 この子のいのちをはぐくむⅢ 医療的ケアが必要な子どもの学校教育と地域生活 有 誌名改題「いのちはぐくむ支援教育の展望」

136 2005 2 地域に生きる 個別移行支援計画の動向 有

137 2005 4 支援教育時代の就学前教育 これからの障害のある子どもの幼児教育・就学への支援を考える 有

138 2005 7 コーディネーターは走る 一人一人のニーズにどう取り組むか 有

139 2005 10 この子のいのちをはぐくむⅣ 医療的ケアを考える 有

140 2006 2 ＬＤ等軽度発達障害のある子どもへの支援 それぞれの教育の場における実践とチーム支援への移行 有

141 2006 4 教育的ニーズに応じられる専門性とは！ 有

142 2006 7 この子のいのちをはぐくむⅤ これで安心！医療的ケアをより安全に 有

143 2006 10 一人ひとりを活かす授業と指導実践 立ちはだかる障壁を見つめなおす 有

144 2007 2 卒業後の地域生活にメスを入れる 卒業後の地域生活をデザインする移行支援計画の実際 有

145 2007 4 共に学ぶ 交流及び共同学習を問う 有

146 2007 7 見逃すな!子どもの小さなサインを 障害の重い子のコミュニケーションの力をはぐくむ 有

147 2007 10 個を育てる集団づくりにせまる 有

148 2008 2 この子のいのちをはぐくむⅥ 教育と医療の間の今日的な課題 有
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